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論文内容の要旨
本論文は醗酵，食料，医薬品ならびに医療などの分野において利用されている殺菌法の中核をなす
加熱殺菌に関して，最も基本的な問題である熱死滅機構の解明を目的として，大腸菌を対象として，
その耐熱性に及ぼす細胞膜の熱傷害について検討したものである o
緒論で、は微生物の熱傷害についての過去の研究の概要と，細胞膜を研究対象とした本研究の目的と
意義を述べている O
第 1章では，大腸菌の耐熱性が加熱処理前後の保持温度によって変化する現象およびその機構につ
いて検討している O 細胞膜脂肪酸組成分析結果から，この細胞の耐熱性変化は保持温度による細目包膜
の流動性の変動がその要因であり，流動性の低下とともに耐熱性も低下することを明らかにしている O
またこの現象は普遍性があって種々の菌種についても広く認められること，加熱殺菌および微生物の
耐熱性試験における加熱処理前後の保持温度の規制の重要なことを指摘している D
第2章では，熱が細胞表層自体に直接どのような傷害を及ぼすかについて検討し，加熱処理した大
腸菌細胞の電子顕微鏡観察から 細胞表層が風船状に細胞外ヘ膨らんだ構造(ブレッブ)の形成する
ことを認めている O このプレッブは主として分裂時の細胞のセプタ部分に形成され，その構造は外膜
からなる単層あるいは多重層のものが多いことを観察し，このような変化に対応して細胞表面の疎水
度が増加することも見出している O
第3章では，加熱処理細胞からの脂質および小膜胞の遊離について検討し，加熱処理による細胞表)
層からの遊離は主として外膜に由来するものであり，外膜とその内側のペプチドグリカン層の聞を結
びつけているリボタンパク質が，加熱処理によって外膜との結合部分で切断され，そのためにその部
? ?? ???
分の外膜が細胞外ヘ膨れてプレップを形成し，さらにその一部が小膜胞となって遊離することを明ら
かにしているo
総括では本研究で得られた成果をまとめ:ているo
論文の審査結果の要旨
醸酵，食料，医薬品ならびに医療などの分野における殺菌法として最も重要な地位を占めているの
が加熱殺菌であるO 本論文では微生物の熱死滅に対する諸影響因子のうち，従来注目されていなかっ
た加熱処理前後の保持温度の影響に着目し 大腸菌を主として対象としながら耐熱性に及ぼす細胞膜
の役割，その熱傷害の問題を追求したものであるO 主な研究成果は次の通りである。
1 .大腸菌の耐熱性が加熱処理前後の保持温度により著しく変化することを見出し，この現象は細胞
膜の流動性の変動によって起ることを明かにし，このような現象は普遍性があって他の多くの微生
物においても見出しているo
2 .加熱による細胞表層における傷害について電子顕微鏡観察を行ない，短時間の加熱処理により細
胞表層にふくらみの生成することを認め その構造は細胞外膜からなることを見出しているO
3 .加熱処理細胞より遊離した脂質および小膜胞の分析結果より これらのものは外膜由来の物質で
あることを確かめ，加熱処理の細胞膜に与える影響を明確化しているo
以上本論文では，微生物の耐熱性に対して細胞膜が重要な役割を果していることを明確にし，その
熱死滅機構の解明に貢献するとともに，微生物耐熱性試験および実際の加熱殺菌操作に対しでも多く
の示唆を与えており，殺菌工学上貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として価値ある
ものと3忍める o
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